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図－24 

〈図－24〉ここにご列席の東芝メモリの百冨所長から 2 枚のスライドをお借りしました。これが、

東芝が 2 年前に発表した 64 階建ての 3DNAND です。これはもう実際に皆さまのスマホに入っ

ています。毎年 2 月に ISSCC（国際固体回路会議）というのがサンフランシスコで開かれるので

すが、東芝メモリは 96 層の 3DNAND を発表しました。こちらも製品化されています。すごい

ですね。高層ビルです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－25 

〈図－25〉どれだけ高層なのかと。これは 64 層の例ですが、例えば、われわれはピラーと呼ん

でいる。円柱という意味ですが、ピラーの直径は 100nm（ナノメーター）。これはまた難しい

数字ですが、1 ミクロンの 10 分の 1 です。1 ミクロンって何？というのもありますが。深さは

4.5μm（ミクロン）。 

 これは実際に百冨さんがうまく表現されていますが、スカイツリーに例えるとどうなってるの？

スカイツリーは底面の直径が 68m、高さ 634m なので、スカイツリー5 個分の高アスペクトの穴
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を掘らないと、これが実現できない。これができているわけです。皆さんのスマホで動いている

わけです。こういうのが今の現状です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－26 

〈図－26〉まとめますと、NAND Flash の特徴として、まず HDD と比べて非常に高速です。そ

れから低消費電力です。そして軽い。小さい。耐振動、バイブレーションに強い。HDD はレコ

ードですから、針が飛んでしまいますので。それからゴミやダスト、湿度に強い。それで今現在、

研究開発で努力されている百冨さんはじめ、東芝メモリ以外もみんな切磋琢磨、研究開発してい

ますので、低コスト化続行中ということで、どんどん市場が拡大しています。先ほど 6 兆円と申

し上げましたが、それは一気にもうすぐ 10 兆円ぐらいになると考えております。 

 

■ 部下達から見た舛岡先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－27 

〈図－27〉さて、今度はちょっとわれわれの話をさせていただきますが、舛岡先生の指導を受けた

部下たち。ここに何人も舛岡先生の指導を受けたわれわれの仲間がおります。ここで、部下の視点

から見た舛岡先生ということで披露させていただきますと、まず先ほど述べたように、30 年先が

見えてしまうんです。私には全然見えないのですが、見えるんですね。将来を見極める非凡な眼。 
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図－28 

〈図－28〉そのエピソードを申し上げると、1990 年ぐらいだったと思います。東芝に入りたいと

いう学生さんが、舛岡先生の袖机でインタビューをするわけです。舛岡先生はそのとき、「君、ジ

ョギングをしながら音楽を聴きたいと思うか」「はい」というわけです。 

 その当時は、非常に重い、バルキーな大きなソニーのウォークマンがありました。あるいはそ

れから CD ウォークマンということで、円盤を回していますので、ジョギングしながらでは針が

飛んでしまうので、とてもそんなことはできない。でも今、テニスの錦織君にしても、プレー前

にアスリートがみんな耳掛けイヤホンで音楽を聴いていますね。まさにその時代になっているん

ですね。 

 さらに、舛岡先生の後ろのところに 4 メガビットのわれわれの NAND のテストチップが飾っ

てありまして、「これを使うとハードディスクを置き換えられるんだ」。いや、私はそれ何度も聞

いていますが、学生のインタビューのたびにそうおっしゃっていて、それを聞くたびに、また舛

岡先生はそんなことをおっしゃったのかと。 

 なぜかというと、そのときの 4 メガビットは、音楽にすると 1 曲入るか入らないかぐらい。

しかも HDD と NAND の当時の 1 ビットあたりのコストは、NAND のほうが 4 桁も 5 桁も高か

ったんです。それをもって置き換えるのは「えっ？」と、もう学生もびっくりするわけですね。

誰も信じないわけではないのですが、理解するのがなかなか難しかった。 

 でも今、先ほど述べたように Google のハードディスクのデータステーションがフラッシュメ

モリに変わります、あるいはエンタープライズは銀行で動いていて、まさにその時代に皆さんは

スマホを持っていらっしゃる。もうその時代になっているわけですね。こういった将来を見極め

る目を持っていらっしゃる。 

 それから研究に関しては、舛岡先生は研究とはどういうものかというのを非常にわれわれに教

えてくださいました。そして Passion を持って研究者を育てるんです。私もその恩恵を得た 1 人

で、非常に感謝しています。今ご紹介したような、こういうことが今現実になっているというこ

とです。 
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図－29 

〈図－29〉そういったことを本当にわれわれは聞いたわけですが、ちゃんと証拠というか、エビ

デンスがございます。舛岡先生の宣伝ではないですが、今でも本屋さんに行くと『躍進するフラ

ッシュメモリ』が売っていますが、1992 年に発刊されて、その第 5 章に「フラッシュメモリの

将来」という章があります。 

 この中でビジネスの大きさ、これは年、バイポーラ、DRAM、フラッシュメモリ、次は何？と。

次は何？というのは、縦型のトランジスタで今フラッシュメモリは 3D 化もしていますし、ある

いはロジックのシステムで縦型トランジスタに変わっていくだろうということを、舛岡先生はこ

こで予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－30 

〈図－30〉そしてまたこういう図があります。これも同じ章「フラッシュメモリの将来」です。

この中で、色のついた部分が NAND が置き換わるところだと。これは実際その通りになってい

ます。30 年前に言ったことがその通りになっている。これが非常に非凡な眼を持たれているとい

うことです。 
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図－31 

〈図－31〉それから、舛岡先生は非常に Passion を持って研究者を育成されています。まず舛岡

先生の部に、あるとき 10 名とか 12 名の学卒のフレッシュマンが入るわけです。そうするとその

人たちに課題が出るわけです。世界一流の国際会議で発表することを目標にする。1 年目の新人

です。だから一緒につくメンターも大変なわけですが、例えば ISSCC、IEDM、VLSI Symposium、

こういう学会が一流の国際会議だと言われるわけです。これだけではないんです。実はその 12 名

は輪講というのをやります。輪講は厚さ 600 ページぐらいの英語の教科書で、毎週やるわけです

が、では 50 ページ読んできなさいと。 

 ただ、普通の輪講というのは、例えば A さんがこの章を、B さんがこの章をと。そうすると

1 週間で 50 ページ進むといっても、A さんはその数ページしか読まない。こういうスタイルはよ

くないと。だから 50 ページ進むと言ったら、アトランダムに 12 名に対して、あなた説明しなさ

いと。逐語訳は駄目。この章に何が書いてあるか、あなた説明しなさい。それをやるわけです。

非常に教育に関しては厳しい。 

 それと、学会発表をしても、それは駄目だと。一流の論文誌に掲載されることが目標で、そう

でないと論文と言えない。ですので、われわれは学会発表させてもらって、ほっとする間もなく、

今度はペーパーを出しなさいと言われるわけです。「Transactions on Electron Devices」

「Electron Device Letters」など、一流の雑誌に論文を出しなさいと。 

 また、ここがすごいところですが、特許や論文は自宅で土日や夜中に進めるように教育。こう

言うと、舛岡先生は鬼ですよと言っているように捉えられると困るのですが、そうではなくて、

会社にいるときだけ仕事をするサラリーマンではなく、プロフェッショナルな世界一流の研究者

になるために鍛えられる。その恩恵を被って私も今日があるのかなと、ここに集まっている舛岡

先生の弟子たちはみんなそう思っていると思います。 

 私も東芝にはマスターで入りました。ところがドクターを持っていない人は、論文ドクターを

取らせるということです。舛岡先生がすばらしいのは、特許を書きなさいとか、論文書きなさい

とか。それがパブリッシュされるとファーストページをコピーされて額縁に入れて、部屋のとこ

ろに飾ってくださるんです。そうすると壁がいっぱいになって、飾るところがなくなってしまう。

それはその人のためにやっているのではなくて、そうやってみんなを刺激してモチベーションを

アップするということでやられているんです。  
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図－32 

〈図－32〉「研究とは」。これは舛岡先生の語録のように毎日聞かされた、「研究とは新しくないと

いけない」。そして、「研究者はその証（あかし）を残さなくてはならない」。では、そのエビデン

ス、証とは何か。それは三つで、特許であり、論文であり、そして製品だと。そして「我々は教

科書を塗り替える」、それが仕事だというように。私は、1 万回はちょっと大げさかもしれません

が、1000 回ぐらいは聞いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－33 

〈図－33〉その中の一つの例を申し上げると、IEDM は非常に厳しい学会で採択率 30％、すなわ

ち 10 件申請しても、3 件ぐらいしかアクセプタンスにならない厳しい学会ですが、なんと舛岡先

生の研究所から 6 件出して 5 件も通っている。 

 申請する前は徹夜を許してもらって、会社で書いているわけです。舛岡先生は 12 時ぐらいに
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終電で帰られる。われわれ論文を書いている連中は会社にいて、そうすると舛岡先生から夜中の

2 時ぐらいに「おい、ちょっと前半読んでみろ」。5 行ぐらい読むと「ちょっとよくなったかもし

れないけど、それでは落ちるな。もっとがんばれ」。その日締め切りなのですが、そのような形で

通させていただいたということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－34 

〈図－34〉その結果、ここにみんなお集まりですが、私を含めて 5 人が博士号を取らせていただ

きました。また 4 名は IEEE Fellow にもならせていただきました。大学の先生になられた方も 5

名いらっしゃいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－35 

〈図－35〉舛岡先生の「フラッシュメモリの教科書を書き換える」という言葉通り、有留さんは

教科書を IEEE から出されています。これはすべて英語です。白田さんもやはり英語の本を書か

れています。私も NAND のチャプターを 100 ページぐらい書きました。丹沢さんが回路の教科

書を書いています。 
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図－36 

〈図－36〉舛岡先生のおかげで、われわれは教科書を書くことができた。これはもう 30 年以上

前の写真です。こうやって厳しい研究開発の中でも、このような飲み会で楽しくさせていただき

ました。スナップ写真ですが、白田さんもおります。私なんかはもっとひどい。この真ん中にい

るのが私ですから。30 年以上前の研究開発は、今考えるととても充実した毎日で、よく学び、よ

く遊べ。これですね。  
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図－37 

〈図－37〉舛岡先生、本当に本田賞の受賞おめでとうございます。舛岡先生が 30 年以上前に教

えてくださったとおりのフラッシュの時代になっている。私は NAND に入ったのがちょっと遅

いですが、4 メガビットを開発するとき、舛岡先生とわずかなエンジニア、10 名ぐらいしかいな

かったですね。そのフラッシュメモリが今、6 兆円のビジネスになっています。そして、そのフ

ラッシュメモリ開発を通して非常に多くの特許。われわれは舛岡先生にパテントということで教

えられたので、非常に多くの US パテントを登録させていただきました。そして論文も書き、教

科書も書くことができました。われわれ弟子たちは本当に舛岡先生に感謝しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－38 

〈図－38〉最後になりましたが、本代理記念講演をさせていただくにあたり、舛岡先生はもちろ

ん、舛岡先生のご友人でもいらっしゃいます東北大学名誉教授の犬竹 正明先生に、多大なるご支

援、ご指導を賜りました。この場をお借りして感謝申し上げます。 

以上、私からの代理講演とさせていただきます。ご清聴ありがとうございました。 
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■ このレポートは本田財団のホームページに掲載されております。 

講演録を私的以外に使用される場合は、事前に当財団の許可を得てください。 
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